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輪中一一風土の中の水利CI)

西脇健治郎

くはじめに＞ 水は，H,Oとしての化学性，高きから低きに流れる物理性などの

普遍的な面だけから，住民の福祉や生き甲斐につながるものではなかろう。風土と離

して，水を利用する道を築くことは，できない相談なのではなかろうか。一つのモデ

ルとして，輪中を見， （1）～（9）のパターンから，それにふれてみよう。

I 水が造った輪中とし、う風土

1. 輔中ーーもう一つの水の風土
（しっ，静かに。いま輪中から，日本のすべての人々 の頭脳に話しかげている。〕

(1) 輪中に生きる人たち

0いま私は，宝暦の治水 (1754～1755）をしのぶ千本松原の梢の風に，「Om輪中j

の歴史の証言を聞いている九

あたりは高須輪中。 15年前までは，半分が水田，半分が池沼2）。水こそは慈母の窓

み（米作），厳父の戒め（水害）であった。昔の Om輪中の知恵は，水の避け方が原点

であった目。

村人は脊割堤に， 「治水神社」を把って，防災を祈り，薩摩義士平田公（三川分流

の主幹）の功績を讃えて，戦後には地元今尾町を平田町と改めた。昭和46年には，全

国にも珍しい岐阜県と鹿児島県の「姉妹県の盟約」を成立させた九

明治末期から導入された動力排水機が，すべての輪中の救世主となり， 水害は激

滅的。だが，揖斐川を隔てて隣接する多芸輪中（ー0.5～5 m）は，昭和34年の伊勢
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湾台風で5mに及ぶ2回の水没に見舞われた。避難小屋が，牧田川の「輪中堤Jに，

3ヵ月も建ち並んだ。 12台もあった排水機は全滅。それがすべての輪中を後械排水 ・

土地改良 ・区画整理にふみ切らせた。それぞれの地形に応じて，池沼を 2,3個所に

集め，水路を広く取って，大部分を埋め立て，整然と水路 ・道路 ・乾田を並べた。 相

次ぐ排水機の導入が，輪中の水の意義を，悪魔から宝石に一変させ，米作の収入を安

定させた。もはや，輪中の水は，人間の戦いの相手ではなく， 共存する 「L、のちのも

と」である。

0いま私は大垣主主祉に，明治29年（1896）の「大洪水水位標」を訪ね，「5m輪中」

の地理の証言を読んて、いる。

当時，伊勢湾まで拡がった恐怖の泥海には，屋根棟だけ浮いている村々を縫って，

無数の小舟が大垣ー桑名闘に動いた。

その水の集まり易さと地下水位の高さ，交通の便利さを活かして，人々は大垣輪中

の水を，巧みに近代工業に結びつけることができた。いま大垣を「水都」と呼ぶよう

に，水こそは工業都市の生長を支えた原動力であった。 豊かで安い水が，日本の十大

紡の工場を大垣に誘致した。大垣を世界相手の繊維工業の 「工都」の座につけ，全国

津々浦々から集まる「働き手」なしには，工業機能が維持できなし、。

その一方で，巨大な輪中堤に囲まれた大垣の「輪中性Jは，いつまでも自然の水の

制約から，逃れ切るわけにはいかなし、。

0私はいま，輪中地帯の北辺，岐阜市の長良橋に立っている。そこには太古の水が

今に流れつぎ，母なる山河の懐に，さまざまの歴史が結ばれる。古くから鵜飼の船が

動いてきた。近ごろは，冬の雪見船も動いている。

飛騨の山脈は，つねに大気から雨と雪を捕えて木曽三川を養い，輪中の水（年雨量

2,000mm）を豊かにした。山に傾斜があるからこそ， 岐阜県では水の制御も容易。そ

の位置と傾斜を利用して， 「宝の水」 をどこへでも引ける。大阪へも名古屋へも，パ

イプで自然に流すことさえできょう。その水が輪中を潤し，伊勢湾に注ぐ。

いま未利用のままで流している70%の水を十分利用するだけでも，輪中に大変な富

が得られる。幸いに岐阜県には，ダムの適地がまだまだ多い。輪中の水は，中部圏

で，あるいは未来の文明のなかで，どのような役目を担うであろうか。水を単なる

H,Oとしてつかむだけでは，大自然のシステムも，バランスも，日本の文化も，よく

は解明できない。その風土との関連にこそ，水の機能に迫る大切なカギがあろう。水

の豊かさと美しさは，日本風土の特色である。それはまた輪中の宝でもあろう。

(2）機能する水の風土

すべて，風土を考える場合，そのもつ意義と機能をます．問いかけねばなるまし、。

風土は， ・般には気候 ・地味などの状態をいうが，地理用語では，「自然と人間生
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活」が，一体となって造りあげる「土地柄」をさし，そこには生きる人々の歴史がに

じんでいる。もちろん風土は，水のほかに地形 ・気候 ・土壌 ・鉱物などの自然的なも

のから，位置の関係・経済発達の段階 ・人口の密集度 ・生活の様式 ・歴史 ・伝統など

までが総合されてでき上る。

中でも，水はもっとも広く分布しその用途が人や生物のいのちに直接に結びっ

く。そこに住む人々の「心」もまた大切な要件である。このようなさまざまな風土は，

機能面で，人間とどのように結びつくであろうか。

(3）風土の諸機能

(a) 物質面の機能

① 風土は場所と資源を提供し，人間の暮しをしっかりと支える。

② 風土は生活文化の大舞台となる。

③ 風土は生物界の食物連鎖の受け皿である。

④ 風土は万物万象を地域に統・する。

(b）精神面の機能

⑤ 風土は自然観や民族性の母体である。

⑥ 風土は心の根付く大地であり，ふるさとである。

⑦ 風土は歴史的遺産の博物館である。

(c) 対話面の機能

③ 風土は文化を拘束するワクである。

⑨ 風土は文化を引きつぐバトンである。

⑮ 風土は諸々の文化のルツボとなる。

⑪ 風土は万物万象の調和を具現する仕組みである。

⑫ 風土は開発進歩の台所である。

このような考え方で，輪中風土の水の役割を，広く深く探ってみよう。

2. 嶋中ーーもう一つの泥の海
（「夏は批を高くしては眠れない」一一輪中水害の脱息が聞とえるようである。〉

(1）輪中と呼ぶ治水共同体

安藤満寿男著『輪中ーーその展開と構造』 4）には，輪中とは「低湿地に存在する集

落と農地を包含する閤堤をもち，水防組織体を造って，外水および内水を統制する治

水共同体，またはその存在する範囲である」とし、う。木曽三川の下流域には，100に余

る輪中名が史書に散見する。それらが文明の進歩につれて，統合再編され，いま40ほ

どが生き生きと動いている。
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(2) 輪中の風土性と住民の対応

実に， これら輪中は，長い聞の自然のゆさぶりと， 歴史のリズムに対応する住民の

努力の所産といえる。

(a) 自然の営力が東高西低の広い濃尾平野の基盤を造り，しばしば台風や集中豪雨

をおびきこんだ。

(b) その水を流し出す木曽三川は，中流に扇状地，下流にデノレタを築いた。三つの

大河が肩を並べて緩流。平野の傾きが緩く ，水の流量が多L、から，流出土砂が中・

下流部で，天井川を造った。連る支派川も天井川に化し，つねに氾濫の危険をは

らんでいる。

(c) 中央日本の高い脊梁山地の切れ目から， 北西季節風が吹きこみ，三川の上流域

を雪で埋め，多様な形で水源を養う。

(d) 封建時代，親藩尾張を水禍から守るため「対岸美濃の諸堤は此尾張の御園堤よ

り低きこと三尺なるべし」町と定めた歴史のリズムがこれに拍車をかけた。

（巴） したがって，一帯が堆積土嬢。 粘土質で，肥沃ではあるが，透水性が悪く ，地

域をますます低湿にする。

(f) 輪中内外の水の動きが，地域内の生産関係・生活関係を制約し，村々がつねに

氾濫 ・冠水 ・溢水などの多様な危険にさらされる。上流の多雨性と防災ダムの不

足が．大きくそれに関係する。

(g) 同じ輪中内でも，徴地形（地面の勾配 ・池沼の分布 ・川の屈曲 ・水路の密度）

に応じて，知恵やきまりの内容が変わってくる。一般に，水田には堀田（一部を

掘り上げ，一部を池沼にした水田）や掘り潰れ（堀田に付随する池沼）が多かっ

た。河川敷は広い遊水地となり，アシ ・マコモ・ヤナギなどの景観が目立った。

そういう「有り余る水」と手を組むために，排水機や揚水機が使われ，居住景観

にも盛土の宅地や水屋形式の建物がいまも多い町。

(h) 輪中の人々は， ・般に水害の要因となる雨量や河水の動きには敏感であるが，

風土の多湿性については割合に関心が薄い。

(3) くり返した水害の悲劇

輪中の風土や治水を考えるとき，どうしても避けて通れなレのが，「風土の特性」

「水との和解」「先人たちの知恵」。

(a) 大跡新回を消滅させた遊水地の泥の海

養老山地の東側に連なる多芸輪中の輪頂部大跡村の南方約2km，鷲巣川の遊水地域

に，大跡新田が成立したのは，おそらく西紀1700年前後7)0 

遊水地であるから水位は不安定。 しだいに高まる堆積土壌。したがって湛水災害の

瀕発と，生産性の低下が，ついにこの村を明治中期に消滅させた。村人は救われて養
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老山麓の扇状地に移った。アシやマコモの密生する低湿な遊水地を僅かに10軒以内で、

開発してから約200年。さまざまな水の苦難とたたかったが，ついに命運はっきた。

幸いに，近村小倉の・地主の厚意の救済を受け，挙って小倉村の一角に居を移した。

村人は「新田組が山に登った」と聞き伝えを表現する。あと20～30年で，多芸輪中に

動力排水機が実用化され，農耕に新生面を開いたことと思い合わせると，人生におけ

る科学や技術の重さをまざまざと思いしらされる。

いま輪中堤の上に残る当時からの神明宮を，その新田組の人たちで守っている。

(b）伊勢湾を大垣まで拡げた泥の海

明治29年（1896）の広域にわたる輪中水害では，大垣一桑名聞が一大泥海と化しへ

伊勢湾がにわかに大垣まで鉱がった。稲作は全滅。輪中一帯の村々は，ほとんどすべ

ての民家が，その泥海の底に沈んだ。 川船で避難する第一拠点と して，助命壇や高屋

敷が大役を果した。大跡村でも， 9～12月の食料に残されていた米俵を，隣村飯ノ木

の輪中本堤に川舟で移した。明徳、村の神社境内が役牛の避難所となり，村人はその本

堤に小屋掛け。どの村にも赤痢が猛威をふるった。

(c) 伊勢湾台風による多芸輪中の連続水没

昭和34年7月15日。信斐川 ・牧田川が上流地域の集中豪雨をうけ，大増水。牧田川

を合流部から逆流した揖斐川の水が，水位を異常に高めた。遂に牧田川の輪中庭が，

根古地（ねこじ）地内で約200mにわたって欠壊。十数棟の民家を流し，村人の生活を

強くゆさぶった。どの排水機も，完全に水没して機能を失った。牧田Jllから養老山脈

までの多芸（たぎ）輪中（ほとんど全域）を一つの泥海と化した。

各新聞に発表された水害区域図には，内陸では多芸輪中だけが，大きく黒く塗られ

て，その内陸性をいとも鮮明に描き出した。床上浸水O～Sm。どの村もほとんど全

戸が集団避難。やはり赤痢が蔓延。輪中堤に分散常置してある「ごぐら」 （水防用資

材用具格納庫）6Jがよく役立つた（第1図参照）。

ただちに破堤の復旧工事を続行。避難小屋の並ぶ牧田川本堤をダンプが夜を日につ

いで走る。 40日ほどでその80%を築堤した9月27日， 再び上流部の集中豪雨が波及。

前と同じ所を欠壊。再び湛水を続けた。もっとも低い旧下池干拓地では湛水実に4ヵ

月。多芸輪中の稲は全滅。後の溢水位は前よりも約soc皿低かった。住民の明暗を 1本

の輪中堤が分けた。

このとき，大跡村では快晴の昼間を村中が， リヤカーで高田中学の公定避難所に集

団避難。木曽三川中流部では， 「揖斐川上流の雨は8時間， 長良川上流の雨は 16時

間，木曽川上流の雨は24時間で到達して，増水をもたらす」として，「すごい雨だぞ，

一本バイ（急報太鼓）だ，4とき 8とき12とき」9) ( 1ときは2時間）の民謡に，輪

中水害の大切な特性を示している。土木工事の進んだ現状では，よほど短縮。それを

どう謡い替えたらよいのか。
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第1図 伊勢湾台風による多芸輪中の洪水

数字浸水開始時刻j

一一＋ 流動万l句
一← 輪中堤

旧輪中堤

~水没した集務
区三ヨ 水没しなかった集活

ミ＝、主要排水路

2 km 

（注〕 <A）の地点は明治中期に消滅した大跡新因。および残存する神l児さんのill.置。

〈資料〉建設省地理調査所の資料による（一部西脇加筆入
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(d) 訴訟まで引き起こした長良川堤の欠壊

昭和51年9月12日，台風17号による集中豪雨で，濃尾平野は 1,ooommの豪雨に見

舞われた。なかでも，岐阜県安八（あんばち）町では，長良川右岸の輪中堤を幅Somに

わたって欠壊。揖斐 ・長良両堤防と犀川堤 ・福束輪中堤に狭まれた安八町 ・墨俣町の

約17k皿2 を，数日間も泥海に化した。岐阜市 ・大垣市でも平地の約半分が浸水をうけ

た。都市化の先端部に当り，いねの湛水被害のほか，被害の様相も複雑多岐10)0 

地元被災者の一部が，人災か天災かをめぐって，国・県を相手に訴訟を起こし， 後

遺症はいまなお続いている。安八 ・輪之内両町境の水除堤（みずよげづっみ）での，

切割部分の臨機の締切措置で，両者に明暗を分ち，例えば安八町では米の収穫がわず

かに20%にとどまったらしし＂l)。時代の歩みが，輪中の見直しを迫ったケースともい

えよう。また，被災地域を走る東海道線の車窓の人々に，眼下に拡がる輪中一ーもう

一つの泥海ーーが何かを訴えた。おそらく，急激な都市化地域に必要な「水との和解

方式」と「日本風土の水の宿命」を大きく考えさせたに違いない。

3. 車市中ーー もう一つの暮しの船団
（「水の己とはまず水に聞き」一一それが輪中ではいのちのカギなのであろうρ

Ill 静かなるもう一つの海

上述のように，輪中には「海」と見立てられるさまざまな条件がある。それに暴れ

るばかりが海ではない。静かなる海と暴れる海。その滑らかなつなぎこそ，輪中の知

恵の原点である。春ならば，レンゲの花の紫の海。夏ならば稲草のみどり濃き海。秋

ならば黄波ゆれる稲穂の海。冬なれば広い沃土の海。暦やちらしを見て集る車の海も

ある。文化に慕いよる人の海もある。輪中の水禍をカ通わす力になるのも，これら 「も

う一つの海」であろう。輪中の海に展開する人生の旅路に，平安と生きがいを支える

ものは， 「水のことは水に聞く」調和の姿勢ではなかろうか。

問機能する地下水

輪中には，井戸さえ掘れば，きれいな地下水が自噴するところがまだまだ多し、。い

まも輪中は，いわば井戸の群である。その井戸から，人と水，人と人のつきあいが生

活のすみずみまで拡がっている。未来の文化も，この水に根付いて，花を開くに違い

ない。だから，輪中は一面「静かなる海」，一面「恵まれたオアシス」なのである。

(3）水に生きる共同体

水辺に立った往古の先人たちは，清海合わせ飲む広漢の海に船出する，さま ざまの

母船を造った。それがムラであり，やがてムラムラが輪中という船団を組んだ。 地表

の水は，すべての「輪中丸」を結ぶエネルギー。船でも輪中でも，乗り合わせた船人たち
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のいのちを，水が支えた。暮しを水が拘束した。未来をひらくのも，またこの水であ

る。そこから，水と・体となる暮しの知恵が育ち，それが地域共同体の共通のゆくえ

につながった。暮しの船団として，住民の気持が通＼，＇ ，あま り使いたくない「輪中根

性Jとし、う言葉主でが生まれた。

こうして，静かなるもう一つの海ー←輪中一ーには，村と村が水によって結 びつ

き，オアシスに命の水を汲み，先人からの知恵を受け継いでいる。だからこそ，万物

を没した長期の泥海の中で‘も，スムーズに助け合えた。輪中のしきたりやっきあいに

は，水につながるものが多く，かなりにむずかしいのも当然かも知れない。

(4) 水に結びつく衣 ・食 ・住

(a) 衣生活

戦前までの風習を見ると，男の労働着がハッピ。子供の防寒周遊び着がデンチコ。

戦後の一時期は，女性の姉さんかむりがモンベに移行。ついに，ズボンに進化した。

輪中の低湿性で合板家具が引きはがれるし，金具はみんなさびる。そんなタンスの中

に儀式張って数を増した着物が，嫁入以来ほとんど手も通さずに眠っている。

このごろは男も女も洋装ばやり。だが， 底に流れるものは，貧しきに堪えて，労働

を第一義とする村の風潮。着物の汚れや水ぬれを，あまり気にしなし、。水がそこまで

忍びこむ。

(b) 食生活

主食は米飯。岐阜県の自主流通米はハツシモ。よく泌水にも湛えるし，味も上々。

戦前は米に裸麦を礎き割りにして混合した 「ムギメシ」が普通。麦も野菜も，味噌も

醤油もすべて自給。水害に備えてまず備蓄に回すという考え方が生活を一貫した。

イモやダイコ ンが副食の王座。タクアン ・ツケナ ・番茶で食事が終わる。自給のレ

ンコン・ナガイモ・クワイなどが上の部で，お祭のご馳走。いま最上は自家製のおす

しとお餅。子供のおやつは，イリマメ，アラレから，いまは袋菓子に転進。風土食と

いえるものはフナ・モロコの淡水魚。串ざしの丸焼きで辛い煮つけ。ナマズの開きや

ウナギのかばやきもその一つ。子供の遊びの中心はそのサカナ取り。

井戸船を家の中に備えて，自噴の掘抜井戸から水を流しこみ，水だけは万事に豪

勢。いまは簡易水道も併用するが，井戸水の便利さが，輪中の台所の小さな誇り。小

型の輪中を屋内に持ちこんだスタイノレともいえよう。

(c）住生活

どの農家も，ちょっと古いと，申し合わせたような「田の字型」の規格版。戦前ま

では稲の干場が広かったが，いまはどこも庭造りに食われている。

輪中の家は，水没に備えてほとんどが中二階造り。二階は第一次の避難所兼倉庫。

自然堤防の徴高地に屋敷が選ばれるのも輪中の特性。スギやケヤキの多い防風林に
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は，洪水時の物の流れを防ぐ用途もある。おまけに，昔からの上層とされた家は，水

屋 （避難用の小部屋 ・防水倉庫）を持っている。揚げ舟（避難用の川船）を軒につる

している家も低い輪中にまだ若干は残っている。同じ輪中で海抜の低い所に水屋町が

多いのも，輪中によって分布度が違うのも，輪中の地域性（海抜高度 ・住民の生活

度） のあらわれである。

一般に住家が高床造りであるのは，低湿性と洪水性への対応。このごろ新規の自動

車道路をめざして， 後背湿地に家造りが拡がっていくケースが都市化や団地造成など

によく見られる。地盤を高めようとする設計が多くなっているのは輪中の見直し12）。

輪中の暮しで一番大切なのは仏檀と種もみ。仏檀をそのまま二階に滑車で、引き上げ

る装置がほとんどいき渡ったと思われるのも，輪中の見直しである。

(5) 水に因むしきたりとつきあい

(a）水がたつけ

水害の多い輪中では， 「水がたつけ」が3,4年目には，きまって必要になる。わ

が家の水没に備えて，家財を水につからぬようにかたづける。仏壇 ・種もみ ・農機具・

家畜 ・食料 ・衣料 ・畳 ・建具等々。置場は真先に中二階，水屋，情況に応じて，高屋

敷の家に預けたり，遠くの村に自動車で預ける。 何回もの経験から，どの家にも，何

をどこへと，大体のきまりができ上る。

(b) 水見舞い

輪中の村では，災害時に備えて，こうせん（大麦をいって石臼で粉にした食品）と

梅干を，おひつに目張りして貯蔵する風習があったへそれを持って，船で水見舞い

にでかけた。煮炊きが間に合わない時なので，受ける方も大助かり。梅干とこうせん

の造り方が今も習俗として輪中に伝わっている9)0 

(c）水のきまり

米作りの農作業は，川水を水田に引く濯瓶も川に流し出す排水も，関係農家が歩調

を合わせないとできなし、。それが，水利用の宿命である。だから，どの村でも農作業

の日取りや水がかりの順序が，慣習や協定で決められる。適時適量の水が水田を充た

していないと， 肥培も農薬も効かないからである。水の利用を公平にするため，細か

な水のきまりができる。水の共同管理がよほど進歩した今日でも，ほとんど毎日のよ

うに水回り（巡回管理）がし、る。

(d）水がもとの村八分

水が入用な時期は同じだし， 場所ごとの作業日を決めても，家族労働力の違いか

ら，仕事をきまりに合わすことはむずかしし、。わが回さえ良ければと共同のユリ（井

堰）に手をかけ，水引き ・水落しにきまりを冒す場合も起こる。すべて米作りのもと

は水。こう した水のきまりに反し，「水盗人」と して村八分の断罪を受けた人も戦前に
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は少なくはない12）。ある村では，農休日に水の利用上止むを得ず水田に働きに出た場

合でも，きまりを大事にして，係が連れ戻す慣行さえあった。

{e）水がもとのおことわり

しきたり ・きまりに反する一種の断罪に，村人の寄り合い（会議）で，親戚もろと

も詫びさせる「おことわり」というのも，戦前までは残っていた。水に関するトラブ

ルがやはり多かった山。明治・大正期には，義理や人情，一身上の問題に関するもの

さえ少なくはなかった。だが，これら封建の遺制が，すっかり地を払わない限り，輪

中の水は，決して生き生きとは動かないであろう。

(6) 輪中の社会と水の課題

事実，輪中のつきあいでは万事「しきたり」がのもをし、ぅ。 「郷に入りては郷に従

え」とよくし、う。 「伝統には限界があるJと切り返せば，必ず誰かが目くじらを立て

る。みんなが手を握って，先祖からの家と屋敷を守ってきたこの船団。村の職業構造

が単純なうちは，この金言で舵が取れた。

いまは，都市化のゆさぶりで定員オーパーの形。郷（村）が日進月歩（調和的な近

代化）を怠ると， 「従え」では，住民パワーの舵は取れない。 「水のことは水に聞

き」， 真理と正義に真剣に取り組むところからしか光がさしこまない。暴れる泥の海

でも，静かなる暮しの海でも，つながりを破るのも水なら，築き上げるのもまた水で、

ある。

昔も今も，輪中の人の衣食住を支える最大の重みはやはりこの水。水こそは輪中の

宝。水の共同利用には，土地所有のあり方から，農工業の水利用の競合，公害防止な

どにさまざまの難問がでてくる。どのように，この流れる宝石の曇りを拭い，どのよ

うに磨きをかけるかは，地域の大きな課題である。すぐにでもできることは，身辺の

水をもっと大切にすることであろう。

4. 嶋中ーーもう一つの暮しの年齢

〈苦難の日々を一途に水と戦ったその祉に，水を未来に活かすヒントを読み取りたい。）

史書に，もっとも早く輪中の文字が現われるのは， 1319年の高須輪中11)。泥の海の

荒れ狂う変転。以来660年。台風と豪雨，稲作と洪水，人と水。ただならぬ断続。東

洋流の「水なければ農業なし」とする最大の宿命が，年輸を錨き上げた。

先人たちは，低湿の風土に水田を開いた。泥海の拡がりを防ぐために，大地に堤防

を築いて，いくつかの区切りをつけた。それが輪中である。そこに明治 ・大正 ・昭和

と，輪中農業に近代化の道が開けた。主動力は排水機の導入。いま，そこへ都市化の

波が押し寄せている。試みに苦闘の年輸を，養老山下，多芸輪中の大跡村をモデノレ

に，具体的に読み取ることにしよう1ヘ
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(1) 明治初期の輪中農村（大跡村）

(a) 一毛作の湿田農業

水田は区切りが小さく，平均すると l枚の田が5aほど。曲りくねる畦畔が，大小

まちまちの魚鱗状に並び，おのずから，スキ・クワから牛耕への進歩を大きく制約し

た。

米作は一毛作。平均反収は5俵。回植用の稲苗は，洪水災害を見越して，少なくと

もその30%くらいを苗代に予備用に残した。裏作は，冠水をさけるために上回（かみ

た）だけを使い，くねた作り（ー鍬ー鍬土くれを盛り上げ，溝を深めて， 5Qcmほどの

高畝にする）が多かった。

農家1戸当りの栽培面積は，平均で水田1町（1 ha弱） 。 畑がその100分の 2。川

藻 ・刈草 ・家庭の糞尿が大切な畑の肥料。古くから入会地とされていた水除堤（みず

よげづっみ。輪中の小堤）が役牛の青草の供給源。

(b）水の風土と農作業

明治14年調査の『大跡村略誌』によると，大跡は石高918石。総反別102町歩九作

物の筆頭はもちろん米。大麦，小麦，裸麦，大豆，きび，ひえ，そばなどを作って自

給自足。

実綿も畑に栽培され，衣料の自給を，もっぱら主婦の手によった。収穫する稲は棚

刈（一部を刈残して干し棚に転用）。 脱穀はいなごき。もみの臥（かます）は， 2尺

幅の曲りくねる小道を延々 1～2回も荷いあげた。荷車の通れる大道（おうみち。

幅1.Smほど）は，水除堤兼用のほかは，村の縦貫路とお宮道だけ。水除堤に沿う川

筋には，川舟を通し，農民はみな漕ぎ手。家族や役牛を運んだし，川藻を採った。下

回（しもた。村から遠い低湿部の水回）には，畦を省いて境界点に柳を植えるだけと

いう水郷地特有の対応も見られた。田植の時期は 6月下旬から 7月上旬。特筆すべき

ことは，地続きの下郷である大跡新田が明治中期に消滅したこと（前掲）り。当時は分

家も多かったが，低湿地域の宿命から長子以外を東京 ・大阪に送るケースも続出し

た。

(2) 大正から昭和への輪中農村（大跡村）

(a）単作専業農業からの前進

大正から昭和初期までは，もっぱら明治農業の踏襲。米麦一本の専業体制。農民は

過重労働と低い生活に耐え，一途に二毛作の道を求めた。経営規模も耕作方法も，土

地所有の宿願も，農民階層もみなそのまま，やがて，鍬に代って， 役牛と「からす

き」が入札排水機の効果も出て，二毛作を下回にまで、拡げた。麦類・ナタネ ・ソラ

マメなどの裏作で，換金化の途を開き始めた。役牛とからすきを駆使して，高須輪中

K出稼ぎ，遠く滋賀県湖東地方に宿泊出稼ぎする人も出た。日収も村内と比べて 3～
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4倍12）。

労働を休む日（祭事・法要・手伝い・冠婚葬祭）が，年間で1ヵ月にも及ぶ村づき

あいには，堪え兼ねた。一方で，農休日や寄り合い（会議）には，「泊りこみも呼び

戻せ」とする主張さえ高まった。かなりの労働奉仕を伴う寺社の行事も，信仰の自由

からでなく，村づきあいとして意識され出した。

(b）送り出された糸姫たち

低湿地特有の湿田農業では，土地の生産性が低いし，水っかりでは，労働の生産性

を高める術もなかった。そのため，しだし、に若者を都会に，子女を女中奉公や糸姫に

送り出すことになった。恐しいことに，糸姫の多くは 2年ほどで結核に冒されて帰村

し，若くして世を去った。いわば輪中帰りの悲運。村人はそう受け取った。大正10年

頃には，村の3分のlの農家が，若い結核患、者をかかえていた。

こうした水づかりの風土は，当然村人に低い生活を強いた。路傍の家々の井戸船

に，ちょろちょろと，ソブ（鉄分）水が流れ，そこに半麦米の米とぎをしていた病身

の乙女像が，地域の指標とも見られた。封建的な農村機構が拍車をかける貧しい生活

像でもあった。

(c) 換金農業への模索

風土に適応する農業構造を模索する歩みが，畑にクワ，水田にコウ リヤナギとレン

ゲを導入。河川敷のクワに頼って養蚕にも取り組んだ。 滅び去った大跡新田の祉に近

い小字平（ひら）地区の堀田に，新しくコウリヤナギを導入した。

だが，商品販路面からゆさぶりを受け，数年でお手あげ。多くの農家が上回で，裏

作レンゲから商品用の種取りを増反した。やや投機的な面もあったが，有機肥料とし

て回にすきこめるし，青刈で，役牛の飼料にも好適なため，たやすく長く村に定着し

た。

(d) 二毛作を完遂した排水機

大正期には，大跡の基盤的風土であった多芸輪中に，新動力排水機が登場，輪中農

村近代化へ一歩をふみ出した。裏作は，低湿を避けるために， 牛耕によって幅約1.2 

mに畝を造り（高さ約40cm), 畝聞の溝を広く（約40cm）して，整然と並べる高畝づ

くりが一般化した。裸麦・小麦・ナタネの栽培が増えた。降雨が白海 （作物が水没し

た泥海）をつくる回数も目立って減った。

こうして，排水機が，農業の機械化・省力化に威力を現わし，土地の生産性を高め

た。また排水機は生産性の低い所に，より高い効果を現わした。つれて小作料（10a 

1石2斗～6斗。実収の大約50%）減免の頻度や，年による豊凶差を少なくした。そ

れが間接に村のなごみにも役立った。ついに，昭和初期には全水田に二毛作を完遂し

た。
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第1表 戦前 ・戦後の輪中農業の動向（大跡村を中心に）

戦 前 戦 後 備 考

農道づくり 区画整理

土地改良 蛇行水路 線直水路 ｝伊勢湾台風の災害復旧

うろこ田 グラフ田 を契機として推進

あぜくさ道 舗装道路

小型トラクター

後下がり田植 田植機植え 果と機械の普及によ

鋸鎌で稲刈 コンノミイン る。

農業技術
草刈鎌 草 刈機 （省力化）

聞の草取り 農薬除草

リヤカー 小型トラック

有機肥料 化成肥料

集団苗代 分散苗圃

集約化 粗放化 i多省角指指向向川への
地域力展開

経営方式 第一種兼業農業 第二種兼業農業

自給養鶏
集団養鶏

｜｝近地域郊展化傾開向のハウスいちζ

専業農家 年休百姓

総 1日>. 自給農家 総合企業 化 ・ 代化の総合展
多収獲指向 近代化模索

(3) 戦前から戦後へ，輪中農村の動き（大跡村）

この村の輪中風土特有の低湿性と交通の不便さが「輪中農村」という大木に刻みこ

んだ，戦前から戦後への年輪1引を読み取って見ょう（第l表参照）。

(a) ゆれ動いた農村の階層

① 地主と小作

一般に輪中農村では，第1に家柄，第2に所得，第3に就労が，水とたたかう長い

伝統生活の中で，村を対立的に地主と小作の階層に分けていた。

大正期の大跡は，30ha,ZOha, 4 ha, 1 ha, その他若干の在村地主と，2, 3車干の自

作地主，5. 6車干の自小作者。その他が小作者で，ニヶ寺の寺院を加えて約50戸の構

成。筆頭の地主4軒は，共同でγj、作米取立所を持っていた。農家は平均1町（1ha弱）

ほどを耕作。おおまかに地主 ・自作 ・小作にふりあてて見ると，1・1・8。同じ小

作者層にも所有団地の有無から，中層 ・下層と しての意識が現われていた。
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② 小作米の交渉と取立て

風水害のたびに小作米減免の交渉が起こった。大正の頃には，まだ地主が小作者の

名を呼び捨てにしていた。地主は 「も う自分限りだから悪しからず」といった調子。

作柄の検見（けんみ）や，小作米の減免交渉（多くの場合団体交渉）には，村の自作

者を立会に立て，激突を避けた。 小作者は銑（はだし） になって，玄関の敷居をまた

ぎ，粘土を踏み固めた地主の家の土問を，頭を低めて歩いた。それほどだから，同じ

火鉢から小作者がタバコの火を取る挙措には，地主も小作者も心がなごまなかった。

小作米取立日（3～4回）は12月～1月。寒空に検査の順位を急ぐため，取立所に

向う小作者の荷車（長さ約4m。輪も木造）が，午前4時にはもう動き出す。時には

不合格。時には再調整。一般に4斗1俵に対して， 2升のコミ米を取っていた。検査

に合格した米俵を，小作者たちが輪中特有の大地主の高屋敷に建っている水屋式倉庫

にかつぎあげた。いまの老人で，そのいく段もの石段を登った年貢納めの苦労を語ら

ぬ人はない。村の進歩性を抑えたのは明らかに風土の水。

③ 階層と社会風潮

したがって，農民はどんな苦労に堪えても，団地の所有を宿望したし，団地を家の

宝として後継者に譲った。一定の耕作面積がないと農業経営が成り立たないので，長

子の包括相続制が頑として，この輪中農村に根を張った。

労働を必要としなかった地主層は，商品経済の惨透につれて消費がかさんだ。田畑

を小作者に売り渡し始めた。小作者は，国の自作農創設の制度に乗って，年賦償還制

の借金で，それを手に入れた。この過労耐乏生活の中で，土地を 「お金」と して見る

知恵を身につけた。それが，この村に米麦 ・レンゲ種・野菜 ・藁工品などの行商的な

取り組みを育てた。だが土地を「不動の宝」とする思考は容易にゆるがず， 「日金」

を求めれば足るとした。そこに水に自信をうばわれ過きeた人の弱さが見える。

(b) 水除堤に展開した開発ノミレード

大跡村南部の水除堤は， 農民の入会地として刈草に利用され， l～3年ごとに割当

地区を入れ変えていた。戦時，農民が一番欲しかったものは，ヤミに流せるコメ。供

出がつかないのは隠れ回だけ。その隠れ回を新造できる好個の舞台が，この入会堤

防。

そこに展開した小さな真剣な抵抗。いつとはなしに割当地の裾を削る。そこに泥引

きをする。高さも形も不規則なモザイック型の水田と畑に仕上げる。それが場所柄と

耕作者の心臓を反映し，まるでコンクール。行きつく所，堤防は狭ばまり，欠壊の寸

前。堤の使命など上の空で，日の前のヤミ米づくりに凶奔。輪中の人の水防意識のう

すれを，誰にも予感させた。

はたして，昭和34年の伊勢湾台風で，別の根古池（ねこじ）の輪中本堤が，もろく

も欠壊した。多芸輪中はー夏に2回も深い水没を受け，大きな泥海と化した。大跡村
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も，大鉄槌をうけて，その湖底に沈んだ。 村中の稲作は全滅。上述の水除堤は奇蹟的

にも助かり，後年，耕地整理で，池沼埋立用に堤防が引きならされるまで，そのまま

生き伸びた。

(c) 画期的な農地解放

戦後いち早く農地解放（昭和20～26年）実施。地主制を解体し，自作農を創設する

画期的な制度と して，政府は地主から農地を買収して，小作者に売り渡した。大跡で

は，在村地主に6反（60a）までの保有が認められただけで，残余は小作者の手に渡

った。こうして早急に関かれた民主社会のなかで，輪中の大木は新芽を吹き始めた。

諸政は一新。古きものは壊れた。村の筆頭地主は，都市に移り住む道を選んだ。村は

自作者一本に変わり，農業意欲を一新した。

だが，大地も輪中も，水の入れものとしての実態を変えた訳ではない。むしろ，こ

れを活かす人聞に，より重い新しい課題を与えたものと見ねばなるまし、。たしかに，

戦後処理のなかで，農家の地歩は一歩一歩と高まっている。

(d) 土地の区画整理

伊勢湾台風の悲惨な爪跡を拭い去る復興過程で，この村はグラフ回をめざす土地区

画整理に取り組んだ。婦女子の手も借りて，多量の労働力を自村から投入。男女差と

重労働 ・時間外にも目を開いて，日当差をつけ，総がらみに成功した。もともと大跡

は，傾斜型の輪中村。水の制御に格段の配慮が払われ，でき上る土地の交換分合や集

約化に独自な対応を現わした。

① 土地の一区画はlOaとする。

② 必要により数区画ごとに若干の水準差をつける。

③ 農用トラック道路を広く取って，川筋と並行，または直交することにした。

④ 大小の水路の交差点に多くのユリ（井堰）を造る。

⑤ もとの回のあったあたりに，新しい田を割り当てる。

⑥ 補助的な共同の瀧j既水に充てるために， 16本の掘故井戸（径lOc皿）を掘る。

⑦ 池沼や掘潰れなどの埋立地が多く， 1農家当り500aほどの増歩となった。

こうして， 急速に農業の機械化や農薬除草が進んだ。それが，兼業化，日曜百姓化

の道に通じた。

（巴） 16本の掘抜井戸で港紙補強

筆者の幼時には， 「牛のヨドのようだJl::自ら諦めながらも，隣人関係を鮮とし

て，株井戸から飲用水を分けてもらっていた。だから水元の言い分は何でも関かされ

る弱さ。村の生活廃水が下郷（しもごう）に湛るとして，株井戸1'）の外には新しい井

戸を掘らせなかった慣行が，当時はまだ生きていた。それが間接に分家慣行を制えた

し，村の封建遺制の存続にもつながった。

それほど渇望した掘抜井戸が，いまは金さえあればし、くらでも掘れる。げんに戦後
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の土地区画整理で，水田の陛 ・水路・大道路わきなどに16本も掘られて，適時速所に

水を使える仕組みができた。古い赤ソブの野井戸もつぶれず，アシ原や，川－ft＼、の

マコモやゴミダマリと同様，いわば「輪中のあばたjとなり，ひとしお時代の対比を

恵、わせる。農民が兼業の勤め先との関係で，田植や濯水を短期に終わろうとする，い

わば「農業省力化」「年休百姓化」「輪中近郊化」に対応する動きでもある。時代の作

用が，輪中に描き出す鮮かな年輪ではなかろうか。

(f) 農免道路が名神高速のパイパスに

村の近代化をはっきり裏付けたのが，村を東西に横切る農免道路の開通。さらにま

た，多芸輪中を南北に貫〈国道258号線（大垣一桑名）も相ついで開通。この2線が村

の東側で、結びついた。だから，げんに富山 ・石川・ 三重などの他県ナンパーの車がひ

っきりなしに突き走る。それが，未来にさまざまな期待を描かせる。どの駅に出るに

も徒歩3km以上という内陸の孤島大跡村にも，未来を展望するさまざまな期待を描か

せる。海ならば海に，跨ならばインターに，道が地域を結ぶ機能はじつに大きい。都

市化や工業化の受入れにたじろぐこともなかろう。

(g) 集団養鶏からハウスいちごに

伊勢湾台風の水禍から立ち上る復興策の目玉として，集団養鶏を導入山。大跡にも

農協を軸とする多数羽飼育が始まり，村の20%が，中小規模でこれに加わった。だ

が，外国産食餌に頼る弱さと卵価の不安定から，ほどなく下火となった。

やや後れて，大垣近郊からハウスいちごが伸び，養鶏からの転進者や，新規兼業者

が次第に増えている。農協を集荷機関とする裏作商品化の転進の目玉である。育苗用

の畑の少ないこと。低湿のため排水にトラブルが起こりうるなどの難点もあるが，管

理用水に掘抜井戸を使える有利さもある。 自噴井とからませて，観光いちごに転ずる

道もあろう。

(h) 大跡にも都市化 ・商工業化の芽生え

昭和40年代には集団住宅を誘致。目立つ輪中型の高い盛土と， 広い構え。広い道。

村内には，自動車交通が活路を開いた。

「半農半商」「半農半工」の姿勢で、創業した藁工品工業 ・縫製工業 ・電機住設工業 ・

織物下請工業 ・自動車整備工業 ・土建請負工業専業のプラスチック工業 ・自動車解体

業。 「半農半商」の住宅サッシ商業 ・石油販売業 ・ドライブイン商業 ・食料品店 ・飲

食店などが，実質的に本業化の道を急いでいる。村人の兼業姿勢や郷土発展をめざす

勇気ある開眼が，よく高度生活への階段を昇り切るに違いない。

もともと豊かな自然、と水。警戒を要する土地の低湿。軟かさ。十分活かせる広い土

地，安い土地。造る道をそのまま生産性につなげる経済性。パス路線の開発など，カ

ギはいくつもあろ う。
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第2表休耕回の土地利用（養老町大跡）

取り組み方 ｜ 問題点（経験の記録）

サトイモ栽培 ｜出荷に入手がM り過ぎ，家族本位では取組みにくい。

クワイ栽培 ！何年も小球が残って芽を出すので，稲田に戻しにくい。

イチゴ栽培 ｜少なくとも 2年くらいの経験がないと，技術面で無理である。別

に苗を育てるために畑がし、る（これだけが今も裏作として残り，

地域性に合うらしい）。

コイ 養殖 l駐を破ってエヒ守ガニが入りこみ，小鯉を食べつくすこともある。

完全休耕

雑草の退治に年2, 3回は除草剤の撒布が入用。地味がひどくや

せる。ヒエは農薬で取りつくすことはできない。 3年も休耕を続

けると，その上3年間の時間と除草費をかけないと，耕作できる

状態には戻せなし、0 ・番困ったのはヒエである。

(i) また始まった休耕

昭和40年代後半には，国をあげて増産→供出→ヤミ米という統制から，減産→うま

い米→自主流通へと移行。やがて国策は，水田オンリーの大跡にも，休耕を割り当

て， l反につき 3万円の補償をするから， 3年間約20%の米作を休めと，できない相

談。

まげて国策に追随し，差是家はさまざまな休耕 ・耕作を模索した。だが， 「湿田化し

やすい乾田」という「水の風土」には勝てず，第2表の作物に取り組みは した もの

の，その成果は，労働をすりへらしただけ。休耕のまま大草原となって荒れはてた。

雑草の根だやしに，また3年をかけた。水湿地域ゆえの悲劇かも知れない。第2表に

いくらかメモをとどめよう。

ょうやく復興した美聞に，昭和53年からまた休耕が模索されている。いく代もの先

人が， 「風土の水」とのたたかいにうちこんだ苦闘の結末。それを「休耕」に終わら

せることには，今の輪中に生きるどの人も，容易に堪ええないであろう。
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